
２月２１日いこいの家では、石垣市福祉総務課職員を迎え、生活保護制度についての勉強会を行いました。 

生活保護とはどういうものか、受給にあたっての心構えや保護の８種類の扶助等の説明がありました。 

年金や、その他の収入があった場合は、最低生活費に組み込まれ、不足分を保護費として受給する事ができます。 

又、生活保護を受給した場合の義務としては、能力に応じての就労、届出 

の変更申請、福祉事務所の指導指示に従う事等、いろいろあります。 

説明後、今後予定される「保護費の削減額は？」、「病気で通院する時の交 

通費は支給されないのか？」、等質問がありました。 

生活保護にたいする、関心の強さがみられる、有意義な勉強会になりました。 

                        又吉美紀子 

       いこいの家では先月、これまでの牛乳

パックのバルブによる紙漉きに、芭蕉の

繊維を混ぜ、糊の代わりにはカビギーの

葉を入れての紙作りを行った。 

今月はいよいよ、芭蕉だけを使い、か

つて琉球紙と呼ばれた紙作りに挑戦する。 そのため、

糸芭蕉を八本倒し、繊維を取り出す作業を行った。皮

をはいで、アルカリを入れて３時間余煮込んで、叩き

（叩解）、揉んで繊維をとりだす。力と根気、手間のか

かる仕事だ。杵で叩くと飛び散る煮汁と、柔らかくな

った非繊維部にまみれながら奮闘。煮ても叩いても残

る繊維の強さに、感嘆の声が洩れる。芭蕉紙は半永久

的な丈夫さと、独特な色味と風合いが特徴的との事だ。 

２７日の紙漉き研修は、琉球紙の復元をした勝公彦

氏（故人）に手ほどきを受けた（１９７５年）石垣金

星さんを講師に迎え行います。        
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八重山精神療善者家族会は、毎月第３火曜日３：３０分より 

サポートセンターどりサポートセンターどりサポートセンターどりサポートセンターどりいいいいむむむむで定例会を行っています。この頃家

族会では、ケア・ホームが話題になります。切実な課題になっ

てきたようです。いっしょに考えませんか。初めての方もお気

軽にご参加ください。（０９０－８２９３－９４６２ 大濵） 
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結いの会では、会員を募集しております。 

当会の趣旨にぜひ賛同下さり、支援お願い致します 

◎正会員  年会費 個人一口 1,000円 団体一口 5,000円 

◎賛助会員 年会費 個人一口   500円  団体一口 3,000円 

■振込先 ①琉球銀行 八重山支店 普通 ７８４８２７ 

口座名義：特非）結いの会 理事 大濵守哲 

②郵便振替：０１７２０－４－８７１５６ 

口座名義：トクヒ）ユイノカイ 

結いの会結いの会結いの会結いの会                

会員募集会員募集会員募集会員募集    

■会費 

特定非営利活動法人 結いの会が 就労継続支援事業所 いこいの家を 運営しています 

特定非営利活動法人 結いの会は 八重山精神療養者家族会 やらぶの会を 支援しています 

 

 
やらぶの会定例会のお誘い 

生活保護についての勉強会 

葛山秀則先生と「いこいの家」とのかかわり 

 いこいの家開所時に、御尽力していただいた、葛山

秀則先生がお見えになる。当時（1998 年）建設場所

の選定で、地域からの反対があり、立往生していた。 

その時、「家族会」を励まし支えてくれた、氏の熱意

が、私を今の仕事に導いてくれたと思っている。 

 多忙な中を、一人の人間として患者や家族と親身

に、対等に向き合ってくれた、氏の優しさは、決して

忘れる事はできない。 

就労継続支援事業所 いこいの家 

           施設長     大濵守哲 

講演会へのお誘い 演題「今、精神医療の現場では」 

講師  葛山秀則先生  

３月１６日（土）午後１時３０分～３時30分   

市立図書館視聴覚室（２階）  
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いこいの家の花壇のシーサー  

新垣タマさん８６歳の作品 

タマ農園のこと 

いこい農園の前身はタマ農園

でした。タマさん（所長の義

母）は、先日１０４歳で天国

へ旅立たれました。タマばあ

ちゃん、素敵な農園を有難う 

編集 加勢本 


